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６　

三
沢
川
地
区
の
浸
水
対
策
の
完
成
を
急
ぐ
。

７　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る
浸
水
被
害
が
出
た
堰
に
つ

い
て
、
対
策
を
早
急
に
進
め
る
。

８　

昨
今
の
豪
雨
災
害
に
鑑
み
、
五
反
田
川
放
水
路
事
業
を
早

期
に
完
了
さ
せ
る
。

９　

洪
水
、
土
砂
災
害
と
い
っ
た
多
摩
区
の
災
害
特
性
に
対
応

し
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
防
災
出
前
講
座
、
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
地
域
の
特
性
に
合
わ

せ
て
細
か
い
単
位
で
、
区
主
導
で
実
施
す
る
。

10　

区
内
小
中
学
校
に
配
備
し
た
階
段
昇
降
器
具
を
用
い
た
防

災
訓
練
を
、
自
主
防
災
組
織
に
も
呼
び
か
け
行
い
、
住
民
へ

も
周
知
す
る
。

11　

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
の
非
常
用
電
源
の
設

置
個
所
を
点
検
し
、
浸
水
の
危
険
が
あ
る
学
校
に
つ
い
て
は

移
設
や
設
置
場
所
の
か
さ
上
げ
な
ど
、
対
策
を
講
じ
る
。

12　

多
摩
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
で
、
国
の
「
多
摩
川
緊
急
治
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
ま
だ
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
宿
河
原
堰
以

南
に
つ
い
て
も
早
急
に
進
め
る
よ
う
国
に
要
求
す
る
。

13　

生
田
浄
水
場
を
廃
止
し
小
田
原
市
飯
泉
取
水
堰
か
ら
の
取

水
に
頼
る
体
系
に
す
る
と
、
大
規
模
な
災
害
時
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
と
れ
ず
、
自
己
水
源
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
市
民

の
飲
み
水
の
確
保
に
絶
対
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
企
業
団
の
経
営
を
改
善
す
る
こ
と
も
含

め
、
再
構
築
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
、
生
田
浄
水
場
を

復
活
す
る
。

14　

農
業
の
衰
退
と
と
も
に
、
水
路
の
管
理
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
区
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
農
業
用
水
路
の
維

持
管
理
を
、
水
利
組
合
任
せ
に
せ
ず
市
と
し
て
行
な
う
。
市

が
定
期
的
な
清
掃
、
ふ
た
、
堰
の
維
持
補
修
な
ど
を
行
な

う
。
周
辺
環
境
の
整
備
も
併
せ
行
な
う
。

（
６
）川
崎
高
速
縦
貫
道
路
・
堰
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
計
画
は
撤
回

す
る
。

〔
七
〕
麻
生
区

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

①　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
山
坂
の
多
い
麻
生
区
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
配
備
す
る
こ
と
は
切
実
で
あ
る
。
岡

上
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
早
期
配
備
、
細
山
・
金

程
・
向
原
地
域
・
麻
生
台
地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
配
備
と
と
も
に
、
区
役
所
に
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
麻

生
区
内
全
域
を
対
象
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
走
ら
せ
る

協
議
会
を
設
置
し
、
運
営
体
制
を
早
急
に
検
討
す
る
。

②　

高
石
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
山
ゆ
り
号
」
の
安
定

し
た
運
行
の
た
め
財
政
的
支
援
を
強
化
す
る
。

■
買
い
物
難
民

①　

高
齢
化
に
伴
う
買
い
物
難
民
を
だ
さ
な
い
た
め
に
移
動
販

売
、
買
い
物
品
の
宅
配
な
ど
麻
生
区
に
対
策
委
員
会
を
設
置
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し
、
補
助
対
策
を
検
討
す
る
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
い
こ
い
の
家

①　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
３
年
か
ら
４
年
待
機

が
当
た
り
前
と
い
う
状
況
。
麻
生
区
に
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
10
か
所
し
か
な
く
、
増
設
を
急
ぐ
。

②　

い
こ
い
の
家
に
つ
い
て
は
「
機
能
重
視
」
の
考
え
の
前

に
、
最
低
で
も
ま
だ
で
き
て
い
な
い
２
学
校
区
（
長
沢
、
は

る
ひ
野
）
に
早
急
に
つ
く
る
。

③　

西
生
田
中
学
校
区
（
細
山
、
高
石
１
〜
３
丁
目
地
域
）
に

老
人
い
こ
い
の
家
建
設
計
画
を
進
め
る
。
地
理
的
配
慮
か
ら

百
合
丘
複
合
福
祉
施
設
（
施
設
内
の
百
合
丘
老
人
い
こ
い
の

家
）
と
は
独
立
し
た
も
の
と
す
る
。

■
交
通
費
補
助

①　

高
齢
者
の
交
通
費
補
助
を
バ
ス
だ
け
で
は
な
く
鉄
道
運
賃

に
も
拡
大
し
、
都
や
他
県
に
も
行
け
る
こ
と
も
可
能
に
す

る
。
特
に
岡
上
地
域
は
バ
ス
路
線
が
な
い
た
め
敬
老
パ
ス
が

利
用
で
き
な
い
。

■
公
園
遊
具
、
ボ
ー
ル
遊
び

①　

多
摩
美
か
ら
細
山
の
地
域
で
は
公
園
に
鉄
棒
が
な
い
と
こ

ろ
が
多
い
。
鉄
棒
な
ど
遊
具
を
設
置
す
る
。

②　

高
石
地
区
（
１
丁
目
、
２
丁
目
あ
た
り
）
の
公
園
の
整
備

を
行
う
。
長
寿
命
化
と
は
別
に
早
急
に
行
う
。（
ベ
ン
チ
も

汚
い
。
草
は
生
え
っ
ぱ
な
し
。
木
を
切
る
な
ど
の
整
備
が
さ

れ
て
い
な
い
た
め
虫
が
多
く
、
結
局
子
供
た
ち
が
の
び
の
び

と
遊
べ
な
い
。）

③　

岡
上
に
は
歩
い
て
い
け
る
範
囲
に
、
身
近
な
公
園
が
少
な

い
。
特
に
和
光
大
学
周
辺
、
五
反
田
橋
付
近
に
子
ど
も
が
安

心
し
て
遊
べ
る
公
園
の
設
置
を
急
ぐ
。

■
公
園
に
ト
イ
レ

①　

百
合
丘
第
２
公
園
、
五
力
田
見
晴
ら
し
公
園
、
白
鳥
諏
訪

公
園
、
栗
平
東
公
園
、
葉
積
緑
地
公
園
に
ト
イ
レ
の
設
置
・

促
進
を
。
特
に
保
育
園
が
園
庭
の
代
わ
り
と
し
て
使
っ
て
い

る
公
園
は
ト
イ
レ
の
整
備
を
急
ぐ
。
そ
の
た
め
に
町
内
会
・

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
話
し
合
い
促
進
を
は
か
る
。

■
自
然
環
境
・
緑
地
保
全

①　

麻
生
区
の
緑
の
保
全
は
川
崎
市
に
と
っ
て
特
別
の
課
題
。

開
発
優
先
で
は
な
く
緑
地
保
全
優
先
の
行
政
を
。
緑
の
環
境

を
守
る
た
め
に
、
多
摩
美
地
域
ふ
れ
あ
い
の
森
、
市
民
健
康

の
森
に
つ
な
が
る
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
外
周
の
緑
、
黒
川
地

域
、
古
沢
地
域
、
片
平
、
柿
生
緑
地
、
岡
上
、
早
野
地
域
を

は
じ
め
保
全
す
べ
き
緑
地
を
ひ
き
つ
づ
き
基
本
的
に
全
部
保

全
す
る
。

②　
「
島
田
成
長
の
森
」
の
木
々
が
成
長
し
、
う
っ
そ
う
と
し
て

い
る
。「
防
犯
上
も
心
配
」
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ひ

き
つ
づ
き
整
備
を
行
う
。

③　

年
々
増
え
続
け
る
ナ
ラ
枯
れ
対
策
を
行
う
。

■
都
市
農
業
の
支
援

①　

市
内
農
産
物
の
価
格
保
障
を
充
実
さ
せ
る
。
農
業
の
後
継

者
育
成
で
都
市
農
業
の
将
来
の
見
え
る
対
策
を
講
じ
る
。

②　

麻
生
区
内
で
収
穫
さ
れ
る
農
産
物
を
給
食
食
材
と
し
て
活
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用
す
る
。
そ
の
際
、
規
格
外
で
出
荷
で
き
な
く
な
っ
た
野
菜

等
も
活
用
す
る
。

■
防
災
対
策

①　

避
難
場
所（
ス
ペ
ー
ス
も
含
め
て
）・
備
蓄
品
の
確
保
な
ど

防
災
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
は
か
る
。

②　

改
善
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
防
災
無
線
の
放
送
内
容
が

聞
き
取
れ
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
。
屋
外
受
信
機

の
増
設
を
急
ぐ
。
ま
た
広
報
車
に
よ
る
広
報
を
充
実
さ
せ
る
。

■
道
路
・
交
通
・
鉄
道

①　

都
市
計
画
道
路
世
田
谷
町
田
線
（
津
久
井
道
）
の
拡
幅
整

備
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
完
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進

す
る
。

②　

麻
生
区
の
道
路
は
坂
道
が
多
く
、
降
雪
時
や
翌
日
も
歩
道

が
大
変
す
べ
り
や
す
い
う
え
、
何
日
も
凍
っ
た
状
態
が
続
き

危
険
で
あ
る
。
区
民
か
ら
の
要
望
が
出
た
地
域
に
つ
い
て
は

区
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
融
雪
剤
な
ど
を
散
布
す
る
な
ど
具

体
的
対
策
を
行
う
。

③　

都
市
計
画
道
路
町
田
調
布
線
（
鶴
川
街
道
）
の
整
備
（
黒

川
〜
真
光
寺
ま
で
の
峠
道
）
川
崎
側
は
非
常
に
危
険
で
あ

り
、
歩
道
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
早
急
に
設
置
す
る
。

④　

岡
上
跨
線
橋
に
自
転
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
側
道
を
改

善
す
る
。

⑤　

鶴
川
駅
南
口
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
に
伴
い
、
建
設
中
・

開
通
後
の
安
全
対
策
な
ど
住
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
も
実
態
を
把
握
し
、
町
田
市
に
強
く
要
望

す
る
。

⑥　

岡
上
地
域
は
飛
び
地
で
あ
る
た
め
、
町
田
市
の
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
陣
痛
時
の
場
合
な
ど
町
田

市
の
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
可
能
に
す
る
。

⑦　

年
々
交
通
量
が
増
え
て
き
て
い
る
、
上
麻
生
４
丁
目
の
鶴

亀
松
公
園
付
近
に
大
気
汚
染
観
測
器
を
取
り
付
け
る
。

■
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
整
備

①　

新
百
合
丘
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
の
対
策
を
講

じ
る
。

②　

新
百
合
ヶ
丘
駅
南
口
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
地
下
化
・
立

体
化
を
含
め
抜
本
的
検
討
を
行
う
。

③　

市
道
麻
生
２
号
線
に
つ
い
て
は
、
早
期
整
備
を
進
め
る
。

④　

小
田
急
線
向
ヶ
丘
遊
園
〜
新
百
合
丘
間
の
地
下
２
層
複
々

線
化
を
急
ぐ
。

⑤　

新
百
合
丘
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
す
る
。

■
そ
の
他
の
駅
周
辺
の
整
備

①　

柿
生
駅
、
鶴
川
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
。

②　

柿
生
駅
前
の
商
店
街
の
道
幅
が
狭
く
大
変
危
険
。
早
急
に

交
通
安
全
対
策
を
。

③　

柿
生
駅
北
口
改
札
口
の
混
雑
の
解
消
を
行
う
。
特
に
マ
ル

エ
ツ
側
、
線
路
に
沿
っ
て
改
札
口
ま
で
の
混
雑
解
消
を
急
ぐ
。

④　

柿
生
駅
南
口
開
発
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
を
行
い
、

住
民
の
意
見
を
く
み
入
れ
た
も
の
と
す
る
。

⑤　

柿
生
１
号
踏
切
の
混
雑
解
消
を
急
ぐ
。

⑥　

鶴
川
３
号
踏
切
の
拡
幅
を
行
う
。
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⑦　

読
売
ラ
ン
ド
前
駅
は
津
久
井
道
が
非
常
に
渋
滞
す
る
の

で
、
踏
切
で
な
く
高
架
に
す
る
な
ど
改
善
を
図
る
。

■
バ
ス
の
運
行

①　

虹
ヶ
丘
〜
新
百
合
丘
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
〜
新
百
合
丘

な
ど
バ
ス
の
増
便
を
図
る
。

■
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒
音
解
消

①　

米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒
音
が
麻
生
区
全
域
に
広
が
っ
て
い

る
。
基
地
周
辺
の
自
治
体
が
参
加
す
る
自
治
体
会
議
に
川
崎

市
も
参
加
し
、
騒
音
対
策
を
強
化
す
る
。

■
公
共
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

①　

麻
生
市
民
館
の
使
用
時
間
の
制
限
が
厳
し
い
。
時
間
の
延

長
や
終
了
時
間
の
延
長
な
ど
利
用
者
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

改
善
す
る
。

②　

麻
生
図
書
館
は
勉
強
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
く
予
約
制
で
高
校

生
は
困
っ
て
い
る
。
高
校
生
も
勉
強
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
を
。

③　

図
書
館
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
駅
前
に
設
置
す
る
。

④　

麻
生
区
は
他
の
区
や
市
に
比
べ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
不
足
し

て
い
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
増
設
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
ふ

や
す
。

■
地
下
鉄
の
延
伸

①　

横
浜
市
営
地
下
鉄
３
号
線
を
延
伸
す
る
に
あ
た
っ
て
は

「
新
駅
」
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、

市
民
要
望
を
十
分
に
反
映
す
る
。


